
ペスタロッチにおける政治ε教育 （1）

一大　久’保　　哲　　夫

　序章一・研究の視点

　いま牟りにペスタロッチ（工H・Pesta1ozzi）

の広範な実践活動と著作活動をつらぬく課題は

何かとたすね，結論をさきにだすなら，それは

貧民の救済，民衆の教化，さらには杜会の改善

であったと答えるべきであろう。そのことをあ

きらかにするために，ますペスタロッチの生ま

れたスイスおよびチ土一リヒの政情を略述して

おこう。

　　　注1
　ルネッサンスに端を発した西欧近代化の政治

における燵火は，／642年，王権神授説を固執し

民意を無視したイギリスのチャールズー世処刑

に始まった。このいわゆる第一革命による共和

国成立の思想は，やがて1776年にはアメリカの

独立戦争となって飛火し，1783年のアメリカ独

立，続く／789年には，国王の専悉と窮乏に耐え

かねたフランス国民にフランス革命を勃発させ

たのであ6。かかる一蓮の政治的動向は，ペス

タロッチの祖国スイスをも動揺させざるをえな

かった。とくにアノレプスの山岳地帯にあってた

えす周囲の強国からの侵略の危機にさらされて

いたスイスでは，自由と独立と祖国愛が伝統的

精神として塙われており，それが時代思潮に刺

激されて国民の精神は活気に浴れていた。

　たとえば国民ク）下暦階級をなす農民において

も，隣国ドイツの／525牢の農民戦争や16／8年1の

30年戦争の影響から，1653年にスイスに一大農

民戦争が起きた。それは都市と農村の杜会的・

経済的闘争であったとい冬よう。なぜなら当時

は，種々の名目による重税と都市商工業の勃興

・にともなう資本の都市への集中化とが，農民を

隷農の窮地へと遣いこんでしまっていたからで

ある。また貴族の民衆への圧遣もいっそう増大

し，それに対し／747年にはベルンで反乱が起こ

り，フライブルグにおいても178／年に民衆は暴

動を起こしている。

　こうした民衆9権力者に対する幾多の抵抗は，

スイスの政治もまた当時のヨFロッパに蔓延し

ていた絶対主義に毒されていたことを示すもの

である。それはスイスにおいても全国的に波及

し，諸カこ・ニトン1．（尽a帥n州）．でいわば政府に

よる専制政治が行なわれていた6．それはスイス

の伝統的民主政治の外形が残存する中部スイス

の田舎のカントンにおいてさえみられた。そこ

ではカントンで最高の権限を有する倖民の一般

集会（Landsg・m・ind・）には特権階級のみ参加

でき，　般佳民は従属的地位にとどまっており，

そうした市民の特権団体によるやや広範な寡頭

政治の中でカント1・の役人や外国諸侯から年金

を貰う外国出稼ぎの士官がさらに挾い寡頭政体

を形威していたのである。工業都市においても

また事庸は等しく，最高権力を有する職人組合

は亥第に特権階級に限定され，そこからさらに

狭い寡頭政体が作られていた。また職人組合の

存在しないところでは数家族により構成された

貴族階級が権力を掌握し，都市と農村の往民を

統治していた。当時のスイスにはカントンにも

その同盟地方や従属地方にもさながら一蓮の滝

のように特権者があり，この特権的排他主義は

いくつかの革命運動を招来したのであった。

　これをペスタロッチが直接呼吸し体験したチ

ューリヒについてやや詳細に考察を加えるなら，

チューリヒは／336年以来組合制度を基盤とする

憲法により統治され，行政組織は枢密院（大評

議会より／2人），大評議会（小許議会より22人）

および小評議会（各組合員より会員数に応じて

50人）幸り構威されていた。しかしそこでも特

権階級が生まれ，かれらが政治を襲断していた。

地方は評議会により任命された代官が支配して
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いたが，地方政治は厳格をきわめ地方民は奴隷

的身分に甘んじなければならなかった。・地方民

は都市め繁栄の犠牲にされ，かれらたぱ市民と

同等の権利は与えられなかったのである。

　そのころ少年ペスタロッチはチューリヒに近

いヘンクという村で牧師をしている・祖父を訪

ね，チューリヒ市民が近郊の農民を虐待してい

ることや，町で独占的商業を行ない近在の農民

の欲する市民権を：拒否しておりさらにそれに対

し農民が極度の不乎を抱いていること一を知っ

た。・かれはまたしばしばチューリヒに近し）リヒ

タースワイルの叔父のところへ行き；そ，こでも

農民がヘンクの農民と佃じ圧追を受けているこ

とを知った。「私は大きくなづたら農民を助け

よう，彼らは町の往民と同じ棲利を奄たねばな

らないのだ」と叫んだ若きペス1タロシチの心中

　　　　　注2には，杜会の不正と闘い民衆を救済しようとい

う気遣がすでにみなぎっていたのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　注3　、当時のチュニリーヒには活澄な政治活動がみら

れた。しかも「周知のように，1チューリヒ市民

の注意を杜会間題に向けたのはジ土ネヴァであ

った。ジェネチァの市庭は第／一ア世紀の末葉から

次第に多数の唯弁な弁護者を得走国際法と市民

的自由とに関する思想を実際生活に移そうとし

た、・その思想は一方総ての天真な公辛な人々の

叫び，若しそれを与論と言い得べ＜んば与論を

味方にもち；他方権力のあるすべての人五を敵

にもらた。このようにしてrジェネヴァは今」

とボドマーは書いている一「最も自然な最も正し

い最もよい政治の学校だ」と」。カルヴィン（∫．

　　　　　　　　　　　注4C包1▽in）やルソー（∫．J．Rousseau）・を生んだ

ジュネrブの政庸に刺激されて自由と正義の精

神の充満していたのは’，ボドマー・（エエBod一

卿e・）．など優れた教育者のいるチューリ・ヒの人

文学校（COl1e富iu血bum一独三tatis）であらた。ぺ

・不クロ」ツチもそこに学び，「自主，独立，善行，

犠牲心．，租国愛」をモットーに衰退したスイス

精神を再起させようという理想に生きていた。．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注5
1762年に出版されたルソーの．「エミ」ル」，，E－

m，iI・”と「社会契約論」，，Cont・aゼsocia1”一は純

，真な青年の心にいっ」そうの刺激を与え、，かれは
　　　　　　　　　　奄　　　　　　　　津6ボドマーの指導するスイス協会’（d三・h・】▽eti一一
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scbe　Gese11s6haft）に参加して一，政治，・杜会，一

遣徳間題の研究や啓蒙、活動を行なつた。

　こ」で，ペスタ白ツチの最初の箸作といわれ

ている「アギス」”Agis’’（／765年）により・，．

当時のかれの思想を考察してみよう。この「ア

ギス」には一「デモステネスの民衆一に対する第三

オリュン、トス講演の一一部の翻訳」。という短いギ

リシャ語の翻訳が前におかれている二毛れはい

わば「アギ’ス」の物語の序読とも伽うべき蔀分

であり；ぞこでデモステネスはギリシャが長期

間国民の幸福に役立った古来の生活の単純さと

美徳を失ったことを次の一よ一うに嘆いている。か

って国家の支配者はすべて「公共の財産の増大

のみを自已の義務と信じ」，私生活では欲望を
　　　　　　　　　　　注7制限して質素な生活を営んで市民の幸福に務め

国家の繁栄をもたらした。しかるに現在は1支

配者は逆に公共の事業により自己の富を増し，

権力を独占して国民を犠牲ヒ．さらしてい．る。‘

「かっては民衆が国家の支配者に対して大きな

権力を有し，一全財産の所有者であらたJめに，一

現在でな「市当局そのものが全財産め所有者で

あり，すべてはかれの悉意により行なわれてい

る」。すなわち財産と権力の不平等が出現し，
　養8
専制政治へと移行して念たのである、それは当

時のスイスの政情と酷似しており，そのためペ

スタロッチ1はわざわざ’rわれわれの状態に対す

る言風刺ではない」．と断っているほどであるが，’

　　　　　　　注9ホイバウム（A．Heub狐㎜）．も指摘するように

当然そこにはかれの主張が含まれているとみな

すべきである二
　　　　　　注10
　そのことは翻訳に続くアギス．王の物語におい

ていっそう明瞭となる。アギスは素朴な徳の失

われた時代のスパルタの国主であった。．当時ス

パルダではリュクルゴスの法律は尊重されてお

らす，スパルタの精神的支柱をなす節制と勤労

という徳はすでに無用のもめとなっていた。そ

の結果市民の間に財産士権力の木平等を生じ，・

権力者ぼ富と享楽生活を求め国家は滅亡の危機

に瀕しセいた。なぜなち「祖国ぺ独立，填理，

誠実など生命そのものより一もっと価値’ある財

産」を貧欲な国家は黄金のために犠牲にしてい
　注11
たからである。かかる状況においセ即位したテ
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ギスは，．「祖国の救済を決心し，．自・己の法律を

祖国の最初の立法の基礎の上に第二のリュクル

ゴスとして再建しようと決心した」。　それは法
　　　　　　　　　　　　　　　　注1台
律の復活により，立法精神の基礎をなしし（かな

る時代の人間の内面にも奥深く存する徳（Tu－

gend）が市民の生活に蘇生するということをか

れ一が知っていたからである。とくにかれは，・市

民の不平等こそ支配脹徒。箸修享楽という社会

堕落の源泉で牽ることを観取し，「スパルタ市

民の間に完全な平等（die▽o1hge　Gle三chheit）

を再び導入しよ一うと決心し淀」のである。やが
　　　　　　　　　　　　　注13
て青年たちの間に正義と自由への愛が覚醒され

たが，富者を中心一とする反動勢力はアギスの政

治に反対し，外国出征中に勢を得た暴君レオニ

ダズにより遂にアギろは死刑に処せちれた。

　この物語に含まれているペスタロッチの思想

について論じるなら，、物語はます国家を漢落へ

と遣いやった混乱した社会状態D確認から始事

づている。この混乱は経済的な性椅と道徳的な

性格を帯びるものであり，・権力者の財産欲と感

性的欲望が民衆生活の圧追と道徳的な退廃を：惹

起するものである6かかる杜会を再建する理想

は旧い秩序とそれを緯持した道徳にあり，しか

．も旧い法律の単なる復活ではなく求むべきはむ

しろその精神にある。ぺ不タロッチは単に外形

的。・制度的なものに目を向けたのではなく，人

間ρ内面的な再建を目標としたのである。一ま

た，こうした杜会改革の必要性は指導者によ・り

意識され推進されていることにも注目しなけれ

ばならない。当時は支配者と国民は家父長的な

関係にあり，したがって国家の指導者が国家に

対して責任を負うのが当然とされ，社会改革の

推進者としては民衆よりも支配者が重要視され

ていたのである。なお法律学専攻の学生であっ

たペスク・ロッチが法律によひ民衆の遣徳的向上

牽志同している点も，今後のかれの思想を考察

するばあい車要なζとがらである。．

1さてそρ後のペスクロッチの人生を素描して

為くと，．学生時代に当時の政情の影響を受けて

神学専攻から法律学専攻へと転じたペスタロッ

チは，実践活動に対する市当局ρ圧追に官職に

つく．希望を失づて法律学を断念し，一畏友ブノレ！

チュリーの死の直前の忠皆や重農主義の影響も

あってノイホーブの野を耕し，一農業経営が不振

になると貧児教育を始め，経済的困窮から再転

して著作生活に入るなど、，幾変転を経たのち50

歳をすぎてから初等教育の研究に専念したので

ある。しかもその間たえすかれの脳裏にあった

のは青年時代にひどく感動した下暦の民衆であ

ったことはいうまでもない。かれはそれをのち

に．「わたしの心は青年時代から力彊い流れのよ

うに，ただ周囲の民衆の陥っている不幸9源泉

を塞ぐという目標に向ってρみ沸きたってい

た」と述べており，．かれの広範な活動は，レー
　注14
マン（B　Lehman）が「ペスタロソチは農業，

工業，法律，財政論，国家論，教育諭，道徳論

に漢頭した。これらの諸領域は民衆教育という

理念のもとに総括すれば最も適している」とい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　注15うことばで端的に宗しているように，民衆の救

済と教rヒにつらぬかれていたのであ・る。なかん

すくペンタロ．ツチをして後世に名をなさしめた

基礎教授法の研究においてさえ’，その代表作

「ゲノレトルート・はいかにしてその子を致えるか」

一・Wie．Ge・t・ud　ihre　Kinder1ehじt二”．（／80／年）

の冒頭セ，「民衆致育を眼前に無限g沼のよう

に眺め1その沼の中を苦労して歩き廻り，やっ

とその水源・閉塞の原因・湿っぽい腐敗物を他

に導く可能性の予感される点を矢口るに至った」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注16
と述べているように，それは窓のない魎屋の不

快な晴闇の中に放置され，上階に住む少数の人

々の生活を見上げることさえ許されない無数の

下暦階級が対象とされていたのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　注17
　その間の経緯の詳紬な叙述は樺けて1ここで

ペスタロッチの最後の作品と・もいうべき丁祖国

と教育についてのラ！ゲンクつレの講演」，，Re－

d．e1nLangentha1．”（／862年）をさきの「アギ

ス」に対比し，晩年のか、れの思想を考察し思想

上の発展をあきら．かにしておこう。この講演は

かれが学生のころ属していたスイス協会の会長

に選出されたその席上でなされたものであり，

そこには・「アギス」の思想にも似た協会設立当

時の理想が顕著に示されている。

　すなわち，「講演」においてペスタロッチは，

ます祖国ス．イースの伝統について弐のように述べ
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ている。それは自由と権利の奪重，都市キ王侯

領や町村の共同精神（Ge独ei㎎eist）と祖国愛

（VateI1ands11ebe）であり，その根底をなす

「単純と無邪気と高潔心により各カントンは地

方の幸福と権利一を基礎として」スイス蓮邦を威
　　　　　　　　　　　　　注18
立させたのであった。その後多くの民衆のうち

に「祖国の市畢力（BQ・gerk・aft）や市民道徳

（Bαrge・tugend）がたえす継承され」，かくし

てr家庭の幸福と市民としての自主性に対する

スイスの諸階暦や諸個人の旨己配慮（Se1bstso・一

ge）はながく租国に続いた」のである。民衆
　　　　　　　　　　　　注19
の経済状態は節制と勤労により安定し，幸幅な

生活であった。

　しかしこうした国家秩序の安定は，国外から

の種々の悪影響により崩壌し始めた。それには

外国との政治的関係，すなわち専制政治形態の

模倣や外国への軍事的援助があげられるが，と

くに当時の支配者や民衆の遣徳的退廃の原因と

して，ペスタロッチは商業の発展にともなう貨

幣経済の発達や，工業の国内移入による財産の

不平等を重視している。「あらゆる面から不自

然な方法で，以前の状態とは対照的に莫大な金

銭が流れこんだ。以前幸福だった大多数の市民

は，急速に富んだ製造業者やその他の幸福な権

力の寵児たちのそばで一種の屈従的な衰退を示

し始めた。それにより旧い市民の共同生活の精

神は悪影響を受け，それと同時に多くの無力者

や同胞市民は浪費生活へと誘惑された」6農村
　　　　　　　　　　　　　　　　　注20
の受けた弊害はいっそう大きく，無産化し負廣

を負った農民は「浪費と濫費と将来や後世への

無配慮Jへと陥ったのである。かかる状況のな
　　　注21
かでスイスの旧い家庭生活の宗教的道徳的基礎

も根底から破壌され，いまや□日スイス的思惟

様式・行動様式。生活様式の減退」が顕著にな
　　　　　　　　　　　　　　　注22
ってきている。

　バルト（H．Baザth）も指摘するように，ペス

タ甲ツチは「ろイスρ歴史を根源的秩序が崩壊

し七いく過程とみなしており」，したがらてぺ
　　　　　　　　　　　　　注23
スタロッチにとり□目スイスの祖国精神。共同

精神をわれわれすべてのうち・に等しく再建する

よう努力しなければならない」．という課題が生
　　　　　　　　　　　　　面4
するのである。それは宗教的‘・道徳的な，．また

哲　夫

経済貞い法的な秩序の再建であり，・人間の自

已保存と独立とを法的に守り経済的に・保証す

るような杜会で生活する限りにおいてそれは可

能とされる。かかる旧スイス精神再建の最初の

試みとしてペスタロッチは宗教改革をあげてい

る。「この宗教改革の時期はそれに関係のある

諾都市の旧市民的。旧スイス的精神を復活させ

強化した」。ペスタロッチは宗教改革の本質を
　　　　注25
信仰の自由すなわち宗致的な確信の’自己決断と

良心の自由のうちに求め，信仰の白由を「われ

われD憲法の本来の形式」に特有な政治的自由

と結合させている。「われわれがいまや闘い取

らねばならなかった信仰の自由は，、われわれの

祖先が闘い取ったあの市民的自由ときわめてよ

く一致していた。そこでわれわれすべての階級

の市民的な思惟様式・行動様式が，この時期に

おいて崇高で自由で彊力で普遍的な国民精神に

再び近づいたのである」。　ペスクロッチはまた
　　　　　　　　　　　注26
宗教改革を経済発展と関係させ，宗教改革が国

民の福祉の増大に貢献したこ．とを示した。しか

し午の示教改革さえ旧い精神の崩壊過陛を阻止

することができなかったのである。

　そして現実はチポレオン専制政治が波落1し，

その支配から解放されたスイスにおいては新憲

法が制定され「われわれは外的には救われ再び
　　　　　注27
独立の状態におかれている」という事態にあり，

ペスタロソチはそのように形式的には独立した

スイス国民にとり「内的に再建すること」”1n－

n・・1i・h　w三・d・・h・・zust・11・n’’が必要であ．ると説

く。かれはこの講演め序文で，．「とくに，一基礎
　注28
薄弱な産業の結果道徳的・精神的・身体的・経

済的な面で危険な状態におかれている国におい

て，教育が何をなしうるか，また何をなすべき

かという観点から眺めてほしいJ・と断っている
　　　　　　　　　　　　　　注29
ように，旧い精神と秩序の再建すなわち道徳的

・精神的・経済的独立の道を教育に求めたので

ある。かれの教育研究はそれに貢献するための

ものであった。しかもペスタロッチはかかる教

育をあらゆる階暦，と1くに増大した無産者にも

広く与えるべきことを要求し，「祖国よそれを

叡知と愛と無欲のスイス精神でかれ1らに与え

よ」と叫んでこの講演を結んでいる。
　注30
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ペスタロッチにおける政治と教育（1）

　　これを「アギス」と比較すると，両者等しく

社会の不平等と民衆の道徳的退廃を間題にし，

その解決策として旧い秩序の内的糖神の再建を

希求しつつも，その間には大きな思想上の展開

をみることができる。「アギス」では支配階級

におケる悪の認識が第一義的であり，それゆえ

事態の解決は有能な支配者の善政という方向で

示されている。それはいわば上から（▽0nObθn）

の民衆救済ともいうべきであり，そのため支配

者に対しては叡知と高い道徳性が要求されるの

である。それは古代都市国家のごとき共同体に

おいては可能であるかも知れないが，「講演」

におけるスイス連邦は復数的な国家であり，そ

ごでは多元的な権力関係により解決はいっそう

複雑化し現実はすでに単なる支配者の善意に期

待するにはあまりにも厳しくな’ってきている。

それは一ペスタロッチの生きた時代の絶対専制政

治の如実に示すところでもある。そこで「講演」

では憲法という外的な秩序と共に，人間の本質

と時代の要求に適合した教育による個人の内的

・外的（遣徳的川精神的。法律的・経済的）独

立が民衆の幸福の源泉と考えられるに至った。

杜会秩序の崩壌はすべての階暦にみられ，ペス

クロッチはかかる民衆自身の独立なしにはかれ

らの幸福と杜会の秩序は約束で．きないと考え，

、それを民衆の教育に求めたのである。それはま

た産業革命と人権意識の高揚により，民衆が大

きく匿史の前面にクローズプップされてきた当

時の状況を、も示すも．のである。

　もちろんわたくしは，「アギス」から「講演」

への思想的展開を政冶から教育へと図式fヒし，

ペスタ回ツチにおける教育立国論を説こうとは

思わない。支配者に道徳性を要求し法律の復

・活により民衆の精神的再興を希顧している点は

広義に解すれば極めて教育的な理想で牽り，逆

に民衆教育の実現を祖国に呼びかけるときそこ

には当然政治的配虞が必要とされる。とくにペ

スタ乍ツテは青年時代から政治へρ関心が強

く・また啓蒙主義と国民教育が時代の要求でも

あり1それだけ1亨いっそうペスタロッチの思想

を研究する律牽い政治と教育の関係は複雑であ

孔その点バノけがペスクロッチρ著作は常に

「政治の相」．”Aspekt　de・Po1itik’’と「教育の

相」、、Aspekt　der　Pa由gogik”からみるべきだ

と謹くのは重要な示唆を含むことばであるとい

えるであろう。
　　　　　　注31
　ペスタロッチの教育思想の本質的解明は，か

れの政治思想・杜会思想との関連を観遁しては

不可能である。なぜなら当時は政治的・杜会的

に世界史の激動期にあたり，近代思想の朋芽期

でもあり，実践家としてのペスタロッチはそれ

を敏感に受けとって広い視野において教育的思

索を：深めていったからである。混沌と’した政治

惜勢の申で教育はその本来の機能を見失いがち

な昨今，教育が杜会に対し政治に対し何をなし

うるか，また何をなすべきかという重要な課題

をもしペスタロッチに求めるとするならば，ペ

スタロッチにおける政治思想と教育思想の構造

的運関と，歴史的変化にともなうその発展過程

の十分な理解なしにはそれは不可能であろう。

以上のような視点に立ってわたくしは今後の論

述を進めて行くことにしたい。

〔注〕1

　1参考文献

　　「スイス史」シャルル・ジリヤール著江口清

　訳（白水杜）
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　丁スイス」A．シーグフリード著吉阪俊蔵訳

　　（岩波書店）

　　「ペスタロッチー伝」モルフ著長田新訳（岩

　波書店）

2二「ペスタロッヂ伝」ドウ・ガン著　新堀通也訳

　15頁。

3．1・Sghw孔ne皿g㈱肌ng，，H．Pestaヱozzis　gc脇nu11e■

　　1te　Werke10．Bd．，hrsg．v．E．一Bo鵬h舳，

　　週．Dejung，L．Kempエe－u．H．Ste枇bacher，

　　X．　s．　s．　488～489．

4．「ペスタロッチー伝」．長田新著十巻49頁。
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7．ギestabozzis鮒n1t工iche　Werk6，hrsg，．Yl　A．

　・Bπ・h・㎜u，E，Spr・n9・ru．H．St・ttb・・h・r．

　　（Kr三tis・h・Au榊b・）I．s．4．
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9．a．a．O．8．3．

10．《．H㈹b・ηm；1，J．Hφ・、P・帥・1…i．”（1923）
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　　s．21．

1／．’Kヰtisqhe　Ausgabe．I．s．8．

12．・．、a．9．s．8．

13．・．・、d一・．て1．

14．，，Wγio　Gcrtrud　ihre　Kind－cr．1ehrt．”10Ba．I【．

　　s．　s．　49～50．

／5．早’．I・・h・…；・Pi州7舳・・gd・・G・al・・k・〕干

　　P・・叫…i・・b・・V・l1・・…i・hlm・・．（1920）

　　S．3．

16．　10－Bd．　工K．　s．　49．

17．a．a．O．s．s．141～142．

・18．　10Ba．　W．　s．　476．

19．a．a．O．s．479．

20．a．a．O．s．496－

21．a．a．O．s．496．

22．a．a■．O．s．482．

23．H．B予rth；”Pes帆工ozzis－Phi1osophie　d・er　PoIi－

　　tik．，’　（1954）．　s．　32．

24．　10Ba．　、皿．　s．511．

25．a．a．O．s．485．

26．a．a，O．s．485．

27．拙稿「ペスタロッチの国民教育論一，，An　die

　　U蝸chi1ld”を中心に一」（島根大学論集教育

　　科学　第10号）第一早参照。

28．10Bd．．W．s．511．

29．a．a．．O．s．473．

30．a．a．O．魯．515．

31．H．Bar出；肌．a．O．s．24．

　第一章　親心・子心の調和的世界

　「神の親心と人問の子心，着主の親心と民衆

の子心，すべての幸福の源泉」。”Vate・s1m　Go
　　　　　　　　　　　　　注1
竹es；Kind－ersinn　der　Mensche叫　Vatersim，

d1es　Fursten，Kinders1nn　der　B肚ger．Queuen

aHer　G1uckseligkeit．”

　これは「隠者の夕暮」，，Di・Abendstund・・i－

nes　Einsied1e・s，”（／78／年）の冒頭にある有名

なことぱであり，それをあえて本早の最初にあ

げたのはわたしの主題とするペスタロッチの初

期の思想の申核がこの短いことばのうちに包含

されているからである。それはおよそ次のよう

にいうことができよう。神は人類の父　（Vater

der　Menschen）であり，すべての人間は等しく

神の子（K・nd　de・Gotthe1t）である。神の子

哲　夫

としての人聞は神の祝福を受けセおり，神を信

じ神に感謝する。そしてこのような神と人間の

関係は国家における君主と国民の関係として実

現されるべきであり，神の愛と君主の愛を受け

．てはじめて民衆は幸福な生活を送ることがてき

るのであ・る。

　さてこのよ．うな根本理念を念頭においてペス

クロッチわ思想を考察していくばあい，かれが

上記のことばに続いてr玉座の上にあ・っても木

の葉D屋根の蔭にあっセも互に等しい人問、真

の人間というこの人間とはいったい何か」と問

いかけ，「何をかれは必要としづ何がかれを向

上させ，また何がかれを低下させ；何がかれに

力を与え・．何がかれの力を奪うのか」と，人間
　　　　　　　　　　　　　　　　注2
の本質，人間の魔敗堕落の原因と教化向上の道

を求めているように，ますかれの人間観を明確

にしておかなければならない。それは人類が永

い竪史にわたって求めてきた課題でもあり，■周

知のように当時においてもカントは理性（Ve・一

nun．ft）を，フィヒテは自我（ユch）を，へ一ゲ

ルは絶対的な精ネ奉（Geist）を中、こ、概念として

かれらの人問論を展開したのであるが，・いまこ

れをデレカート（F．De1ekat）によりペスタロ

ッチに求あるならば，かれの人間論の中心概念

は自然（Natu・）であるということがセきる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注3
ところで自然観について簡単に眺めてみると，

ルタニ（M．Lutber）は自然をr低い，世俗的

な，’卑俗な，非神聖な，単に人間的な毛の」と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注．4して否定したのであるが，／8世紀に入っセルソ

ーは「エミール」の中で「造物主の手を出る

時は凡ての物が善であるが，人間の手に移され

ると凡ての物が悪くなってしまう」と述べてい
　　　　　　　　　　　　　　　注5
るように，神の所産としての自然を本源的な美

と調和をそなえた純真無邪気なものとして讃美

したのであるら青年のころ「エミール」に熱中

したペスタロ・ツチもまた寸かかる思想から出発

していることはいうまでもない6

　したがってペスタロッチは人間の教育を論じ

るにあたり，深く内面的な人問の本性に主眼を

おき，「安らぎと静かなよろこびは人問陶冶の

第一の目的である」，「真理への人問の陶冶，汝
　　　　　　　　注6は人間あ本質と人間の本性を静かな叡知へと陶
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ペスタロッチにおける政治と教育（1）

冶することである」ということばにも示されて
　　　　　　　　注7
いるように，陶冶理想を内心の安らぎやよろこ

び，静かな叡知に求めたのである。それこそか

れのいう「真理への人間の陶冶」である。しか

もそれは人為的に外部から形威されるのではな

く、，それに至る道は人間の本性（N－atu・）に存

在する6一それをペスタロッチは「わたしの本性

の内奥にこの真理への啓示がある」，「人間よ，
　　　　　　　　　　　　　　　。注8
汝の本性の最も奥深いところに（・㎜1nne・Sten

deine・Na伽r）真理と無邪気と単純とを，信仰

と崇敬とをもって聴くものがあゑ」と述べてい
　　　　　　　　　　　　　　　注9
る。したがってこの「真理への道」，，B油n　zur

Wah・heit”は「自然の道」”Bahn　de・Natu・’’

にぼカ唯ら一す，神から与えられた人間の本性を

なす遣ということができよう。・換言すれば，人

間には真理への陶冶可能な素質と遇程とが本来

的に与えられているのである。

　このように人間の生命に安らぎ牽もたらし人

間D素質や力を展開させる自然の道は，シユプ

ランガr（E．、Sp・帥ge・）のことばを借りれば

「神が事物と人間の生命に与えた永遠の秩序」

であり，「神の秩序」1，ode・deDieu”である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注10
ルソー同様ペスタ甲ツチに秦いても自然は神り

所産でありそれ自体神聖なものとされており，

それゆえ合自然的な人問陶冶は確実であり精徴

をきわめている。

　しかもペス汐ロッチによ’れば，・かかる自然の

陶冶は「生活の立脚点，人問D個人的使命’（江n－

di▽idualbest｛㎜㎜ung）」においてなされる。個
　　　　　　　　　注11
々の人問は各自異った境遇や生活環境におかれ

ているが，ペスタロッチは個々人の異った現実

の中に人間陶冶の場をみいだしたのである。す

べての人間が等レく神の子であるかぎり，いか

なる地泣やいかなる職業にあろうと人問の内面

には神から与象られた力と素質があり，個々の

生活環境に奉い下人問性の陶冶がなされるのは

けだし当然といえよう。．

　なおそのさいペスタロッテは，自発的①合自

然的陶冶と共に，「自然はまた汝を外的露係の

ために外的関係により陶冶する」とも述ぺてい
　　　　　　　　　　　　　　注12
るように，人間陶冶における外的条件を無視し

てはいない。人間陶冶における内的。自発的測

面と外的側面の両者を重視するぺ不タロッチの

陶冶理論は，「内界と外界の相互作用」、・という

　　　　　　　　　　　　　　　　　注13
デレカートのことばによって要約することがで

きよう。これをルソーの教育思想と比較するな

らば，ルソーもまた自然による教育，事物によ’

る教育1人間による教育の三？の側面を説きつ

つも人間の孤立的。抽象的自然状態ゐ設定に終

わっているのに対して，ペスタロッチは積極的

に具体的で現実的な人問関係の中に人間陶冶の

場を求めているといえる。その場はもっとも自
　　　　　　　　　　　注14
然的でありすべての人問に普遍的な生活関係，

すなわち家庭における親子の関係にほかならな

い。「人類の家庭的関係はもっとも重要な自然

．的関係である」と説くペスタロッチにとり，’家
　　　　　　注15
庭のもつ教育的局義は重要なものとなってい

Iる。すなわち家庭こそ「人類のすべての純粋な

本性陶冶の基礎」であり，「道徳と国家の学校

である」ということができる。ではそjのような
　　　注16
人間陶冶。国民陶冶の基礎としての家庭は子ど

もに何を形威するのか。

　それについてペスタロッチは，「母親は幼児

が義務とか感謝とかいう音声を発する以前に幼

児のうちに感謝の本質をなす愛を形成し，．また

父親のペンを食べ父親と共に暖炉に身を暖める

男児は，この自然の道において義務の中に存在

のよろこびをみいだす」と述．べ，親の子二どもに
　　　　　　　　　　注17
対する愛と配慮により子心がおのすと芽生える

という。その子心とぼ「単純と無邪気，愛と感一

謝に対する純粋な感情Jであり，かかる感情の
　　　　　　　　　　注18
教育こそペスタロ』ツチの陶冶理想なのである。

　このような家庭における教育に人間諸力の発

展の基礎があ．り，・この基礎的。普逓的教育の上

に立ってはじめて階級教育，職業教育，支配者

教育，被支配者教育という特殊的教育がなされ

うるのである。なぜならこれらの教育は「人類

の特殊な地位寿よび境遇に為ける力と知慧の訓

練，応用，使用↓であり；必然的に人類教育の
　　　　　　　注19
普遍的目的の下位に立たざるをえないのであ

る。すべての人間の本質的平等を唱えるペスク

戸ツチが・．地位や職業の如何を間わす等しく人．

問性の陶冶の必要なことを．論じるのは当然とい

える。かれは支配者と被支配者，富者と貧者の
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存在は事実として認めつつも，たとえ高い地位

にあろうといかに富んでいようと人間性の陶冶

を欠くならば人間として不完全であり，他方逆

に賎しい小屋に庄む貧しい人問といえども「陶

冶された人間性」，，d亘e　geb11de　Mensch11chkeユt’’

　　　　　　　注20
をそなえているなら祝福され尊敬に価すると考

えている。ここから必然的に，ペスタ』ツチは

民衆にも民衆の支配者にも陶冶された人間性を

要求していることを結論づけることができるの

である。

　ところでペスタロノチによれば家庭それ自体

が教育的であるのではなく，かれの意味する外

的関係による人間陶冶は，「神は人聞にもっと

も近い関係である」ということばによる人間教
　　　　　　　　注21
育へと内面化されざるをえない。すなわち人間

は「家の父であり幸福の源泉である神」への信

仰によってこそ「安らぎと知慧と力」を得るこ

とができるのである。この信仰による人聞陶冶
　　　　　　　　　注22
め理念をわれわれはペスタロッチの弐の、ことば

のうちに明瞭に窺うことができよう。「神に対

する信仰　　生命の安らぎの源泉。生命の安ら

き　　内的秩序の源泉。内的秩序　　われわれ

の力の整然とした使用の源泉。われわれの力の

使用における秩序　　その生長と知慧にいたる

陶冶の源泉。知慧　　すべての人間の幸福の源

泉」。神への信仰によりはじめて人問は真に祝
　　注23
福された生活を送ることができるのであり，上

のような過程こそ自然の道ということができ・よ

う。それゆえその起点としての神への信仰は

「人類教育の塞礎としてわれわれの本性の内奥

に存する」ということができる。しかもペスタ
　　　　注24
ロッチにとりrわが存在のもっと奥深きにある

神」，，Go竹ヱm．1mersten　m．eユnes　Wesen”とい
　注25
う．ことばにみられるように，神はすべての人

間のうちに等しく内在するのである。人間存在

の中核は神であり，真理への人問陶冶は「かれ

のもっとも近い関係から出発し，しかも拡がる

たびごとに真理のすべての幸福力の申心に還ら

なければならない」。　1二のようにペスタロッチ
　　　　　　　　注26
は人聞の外的な生活圏（Leb㎝sk・eis）の申核

に神をおき，生活圏の拡大と共にたえす自己の

内面へと帰還深化する求心的な円環構造を人問

哲　夫

存在の基本的な形式と考えているのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注27
　しかしペスタロッチは神ぺの信仰を致会や聖

書にではなく；家庭の教育に求あている。さ唐

に述べたように，単純と無邪気，感謝と愛とい

う純粋な感情は親心に恵まれた幼児のうちにこ

そ芽生えるので・あり，しかもかかる「人間の純

樺な子心において永遠の生命の希望が起こる」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注28
というかれの確信は，家庭における子心の形成

が神の子としての子心の自覚を覚醒するという

ことを意味するのである。ただそのさい，家庭

の幸福を約束する親い子心は神への信仰ゐ結

果であり，家庭における両親の親心は神の子と

して父なる神を信じることにより生まれてくる

ことを観過してはならない。かくしてこそ．「神

の子であるわが父に対する信榎（G1aube）が’

神への信仰を1もたらす」と確言ずることができ
　　　　　　　　　　注29
るのである。そこではじめて家庭における親子

の関係は神聖視され，それを自然の秩序として

尊重することが許される。かかる秩序の根元は

「愛と信頼」にあり，それが親と子，神と人聞

を同時的に結含するのである。すなわちベスタ

ロッチの思想において家庭が神の秩序として，

現世における神の世界として讃美され1，彼岸的

な神の愛と此岸的な親の愛が同一視されている

のであり，かかる汎愛論の立場をシ．ユ’タイン

（A　Steユn）が「愛の一元論」”Mon1s㎜us　de・
　　　　　　　　　　　　　注30
Liebe’’と呼ぶのは至当な表現である。

　そして上のようなペスタロッチの家庭観は連

続的にかれの国家観へと発展し，両者は同山の

原理でつらぬかれている。すなわちかれによれ

ば神に対する人問の子心は国家における同胞心

（Bmde・s1m）となり，国家の蔵員は愛により

結含され，家庭の拡大された世界としての国家

における支酉己者と民衆の関係は「君主の親心㌧

民衆の子心」．一という宗教的関係とされる。ペス

タロッチはそれを「君主の地位は神の似姿であ

り，民衆の父である。一民衆の地位は君主の子で

あり，その君主は民衆と共に神の子である。人

類の自然的関係のこの織物はなんと柔く強くそ

して美しいことよ」、’と述べ，I国家に為ける麦配

　　　　　　　　隼31一
者と被支配者のこのような関係を自然の秩序と

して讃美しているのである。一かれは人聞は等し
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く神の子として神の愛を受けると説きつつも，

現実社会における人間の外的な差異は認め，し

かもそれを包含する個々の境遇において各人が

自己の使命を途行する1二とこそ自然の秩序に適

合しているとみなす。自然の秩序は人間が「個
　　　　　　　　　　注32
人的使命」”ユndividua1bestim㎜ung’’の環から自

由になることを許さす，ペスタロッチの強調す

る秩序の世界はそれゆえ歴史的には杜会の現状

維持的性格をおびているといえよう。その点既

存の政治的秩序を否定し，自然的存在としての

人間の権利の平等観から個人の自由な契約によ

り杜会牽再構成しようとしたルソーの思想とは

異る。

　もちろん青年のころルソーの思想に影響され

たからとて両者が必すしも同一であるとはかぎ

らない。いまわたしは両者の相異の一つについ

て，ペスタロ．ツチが最初にルソーを批判した「育

児日記」．，，Tagebuch　uber　die　E・ziehung　des

Sohn・・”（／774年）により考察しておきたい。

そこでぺろタロッチはわカ汁ヤコブの教育にあ

たり一「貞由と眼從」という間題に直面し，「エ

ミール」に奉けるがごとき子どもの内面性の白

由な発展を認めつ？も，杜会生活への顧慮から

服従の必要なことを説き1「真理は一面的では

ない。自由は一つの善であり服従もまた同様で

ある6一われわれはルソーが分離したものを結合

しなければならない」と述べている。このよう
　　　　　　　　　注33
な思想が「隠者のタ暮」では子心や從順、積極

的には義務として現われ，自然の秩序としての

国家の秩序を維持する緒果となっているのであ

る。

　すなわち，父なる支配者を奪敬し信頓し，支

配者に感謝し眼従することは民衆の義務であ

り，逆に民衆の父として民衆を愛し民衆の幸福

に務めるζとが支配者の義務であるノしかしペ

スタロ！チρ真の意図は民衆の幸福にあり，か

れの初期の政冶思想ほ「アギス」においてすで

に論じたように支配者の民衆に対する親心の要

求にます向けられているのである。これを致育

の次元において考えるなら，、かれは民衆に幸福

をもたらすも．のとして家庭教育，宗致致育の重

要性を読き？つも，その鋒先は鐙く支配者致育

へと向けられているとみなすことができ二る。

　そしてかかる支配者の親心は神に対する信仰

により可能とされており，ペスタロッチ俸政治

と宗致を密接に関係させているのである。もし

支配者が神を信仰せす民衆に対する義務を怠り

暴力により民衆を圧遣するなら，神聖な自然

の秩序は乱れ国家は滅亡するであろう。民衆の

幸揮と国家の秩序を維持するのは政治の技術よ

りむしろ支配者の道徳性にある。「それなしに

は賢明な法律の響きも無用な人問の口先だけの

隣人愛の響き・に等しい」，「君主よ，世界の幸福
　　　　　　　　　　　注34
は陶冶された人間性にあり，ただこの人間性に

よってのみ啓蒙と知恵の力とすべての法律の内

面的幸福が作用する」。
　　　　　　　　　注35
　ところでペスタロッチのいう楴に対する義務

や眼從はけっして超越者の冷厳な命令や強制で

はない。自己自身の内奥に神牟存するかぎりそ

れは自已自身に対する義務であり服従であり，

神の愛に抱かれた人関の隣人への愛にほかなら

ない。その根底は家庭における親子の間の愛と

信頓にあり，したがって国家ば拡大された家庭

であるといえよう。国家は家庭と同様現世にお

ける楴の王国であり国家の秩序は楴の秩序であ

る。かくしてペスタ回ツチは家庭と国蒙とその

背震にある神の世界との美しい調和を描き出し

ている。これらを結ぶものは等しく愛でありペ

スタロッチの描く世界像は「愛の共同体」”Lie一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　注36besgeme三nsghaft’’であるといっても遇言ではな

い。

　このような国家観をわれわれは宗教的国家観

あるいは家族的国家観と呼ぶことができよう。

そこでは支配者と被支配者とは支配眼従という

権力的関係でもなければ権利義務という近代的

な契約関係でもなく．，親心子心という宗教的関

係であり親心が子心を覚醒するという広義の教

育的関廉である。シュベグブーはプヲトンの国

家観についてr彼にとっては国家は一大教育機

関，大規棲な家庭にほかならない」と述べてい

るが，共に貴族国家の限界内にある限りプラト
　　注37
ンとペスタロッチには共通した響きが感ぜられ

る。しかし善のイデァという超越的。普遍的な

価値の実現に向って国家のすべてが統一されて
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いるプラトンに比して，ペスクロッチのばあい

出発点は日常的。個人的な家庭にあり，親子の

愛を中核にしてすぺてが美しく調和を保ってい

るのである。その愛はもちろんプラトンのいう

エロスではなくキリスト教的なアガペーであ

り，民衆の幸福を願うペスタロッチはそれを誰

よりも当時の支配者に要求したのであった。

　最後に，この章を結ぶにあたりわたくしはか

ってのわが国の天皇制国家観を思い起こさざる

をえない。そこでは天皇は神格化され国民の父

と仰がれ，国民は天皇べの絶対的眼従を強制さ

れていたのである。このような思想が形式的に

はペスタロッチの国家観と近いものであるとい

うことはあきらかであり，それゆえ教育学者の

うちにはペスタロッチの思想をもって天皇制絶

対主義を正当化した人のいたことは十分考えら

れる。例えばある学者は「隠者の夕暮」について

述べrその親心子心を基調とす亭ところ，吾が国

の政治道徳と著しく相似たところがあるではな

いであろうか。吾が国においては皇室は．国民ノ）

宗家であり，天皇は親心を以て国民を赤子とし

て愛撫する。父子の惜こそ天皇と吾等国民とを

結ぶ紐帯であり，君主の親心臣民の子心が吾が

国体の本義である」という。それがいかに誤り
　　　　　　　　注38
であるかは歴史の語るところからあきらかであ

り，われわれにはペスタロッチの思想を生み出

しそれを支えた歴史的杜会的条件とわが国の天

皇制の科学的分析なくして両者を安易に結合す

ることは許されない。もしペスタロッチから現

在何かを学びうるすとるならかれのもつ思想の

本質とその歴史的限界をますはっきりと認識し

なければならないとわたくしは考える。（未完）
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